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なお渡辺瞭氏の採集された標本などを拝見すると，その侵入はかなり古いものと推測 
される。恐らく現在までメリケンガヤツリなどの他の既知帰化種と混同され，見すごさ 
れて来たものであろう0ちなみに本種の和名としては最初，原産地にもとずいてゴウシ 
ュウ（豪洲）ガヤツリなる名も考えたが，その後表記のものがより一般に親しみやすいと 
のことから，標準和名としてこれを提唱することにした。いずれにしても，また新たな 
invader が確実に我国の帰化植物フロラに加ったことになる。 

終りに，本稿をまとめるに当り資料や生育地の調査に際し種々ご援助下さった渡辺ョ 
シノ氏，ならびに長年にわたり本地域の植物調査に取組まれ，本植物検出の端緒を開か 
れた渡辺瞭氏に対し，敬意と感謝の意を表する次第である。 

Manscus congestus (Vahl)C. B. Clarke in Dur. & ^chmz, Consp. FI. Atr. 

5 :553, 1895， and in Thiselt.-Dyer, FI. Cap •了： 191， 1897; Domin’ Bibl. Bot. 35 : 
72， 1897 . — Cyperus congestus Vahl, Enum. PL 2: 358，180 5; Bentham, FI. 
Austral. 了： 280, 1878； Moore, Handb. FL N.S.W. 449， 1893； Kiikenthal in Engl. 

6 Diels, Pflanzenr. 4(20) :101 Heft : 444，1936， Not of Poiret, 1806. 

Nom. Jap. : Yumenoshima-gayatsuri (T. Koyama & Y. Asai, nov.) 

Hab. Honshu : On sunny wet grassy ground of Yumenoshima, Koto-ku, 
Tokyo (A. Watanabe, Jul. 29，1982， NY，auct. herb.) ； eadem loco (Y. Asai， 
Aug.12,1984, TI). 

Mariscus congestus (Vahl) C.B. Clarke, a native of South Africa and 
Australia, has recently been found naturalized in large, quickly expanding as¬ 
sociations on reclaimea lands named Yumenoshima in Tokyo Bay. Assumingly 
this sedge had already arrived at Tokyo Bay area some time ago together with 
imported timbers and ship cargo, but it has not been correctly identified till 
today. In this meantime this new adventive has been well established in 
Yumenoshima Reclaimed islands, and is steadily extending along the sea coast. 

(東京歯科大学*ニューヨーク植物園） 


□法政大学フォン • シーボルト研究会(編）： Ph . Fr . von Siebold 研究論集 301pp. 1985. 
シーボルトに関する研究論文 6 篇を収録したもの。研究会は 1980 年 5 月に発足し，ライ 
デンにおける資料を収集し，その成果は「シーボルト研究」第1号，第2号にすでに発 
表されているが，今回の論集には大森実氏の「伊藤圭介からシーボルトに贈られた腊葉 
標本に ついて」 （ II ) p. 37-91 およびその「史料」 p. 209-223 を含み，伊藤圭介と シー 
ボルトの植物を通じての交流が具体的に示されている。 （木村陽二郎） 
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